
緒　　言

　近年，兵庫県ではモモを中山間地の水田へ導入する事

例が増加している．また，早期成園化を図り，オーナー

制など観光果樹園として対応するため，共台で主幹形に

仕立てることが多い．このため，樹勢が強くなりやすく，

気象条件によっては果実品質の低下が目立ち、販売面で

大きな課題となっている．

　樹勢抑制の方法としては，摘心や捻枝，夏季せん定な

どの枝梢管理，わい性台木の利用，生育調節剤の利用お

よび環状はく皮処理等がある．現地では，既に摘心や捻

枝，夏季せん定などを行っているが，十分に抑制できな

い場合が多い．また，モモについてはユスラウメ台を用

いたわい化栽培が一部で行われているが，品種によって

は台木との不親和や樹勢の衰弱，渋味などの問題が生じ

ることがある１６）．生育調節剤ではパクロブトラゾールが

モモで農薬登録されているが，安定した抑制効果を得る

ための処理が容易でないこと７）があげられる．

　環状はく皮や付傷処理等は，既に多くの果樹で樹勢抑

制，着花促進，生理落果の抑制，果実品質の向上等の効

果が認められ，カンキツ１４），ブドウ４），カキ５，６，１７，１８）など

実用的に行われている樹種も多い．また，その作用につ

いても光合成同化産物の果実への分配の増加や根の生長

抑制５，６），さらに樹液中のサイトカイニンやジベレリンの

減少１）など多くの報告がある．

　モモに対しても樹勢の抑制や果実品質の向上をねらっ

て環状はく皮や結縛処理が試みられ２，３，１３，１５），果実肥大の

促進や糖度の向上，熟期促進等の効果が認められてきた．

一方，樹勢の低下や渋味の増加１０，１３，１５）が問題となり，こ

れらの処理は実用化されていない．しかし，これまで強

勢な共台の主幹形樹に対する適用例はなく，また果実の

細胞が肥大し，果汁成分が充実する果実発育第３期を対象

環状はく皮処理が主幹形モモの生育と果実品質に及ぼす影響
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要　　約

　主幹形に仕立てたモモに対する環状はく皮処理が生育や果実品質に及ぼす影響を検討した．

１　主幹部に対する幅５mmの環状はく皮処理により，処理後の新梢生長が抑制され，果実の糖度が高

まった．しかし，鋸による付傷処理（幅２mm）の新梢発生抑制効果や品質向上効果は環状はく皮処理

と比べて劣った．

２　収穫４５日前の環状はく皮処理と比べて，収穫３０および１５日前処理で新梢発生抑制効果や品質向上効

果が高かった．また，収穫４５日前および３０日前処理は生理落果が増加する傾向がみられた．

Effects of Girdling on Growth and Fruit Quality in Center Leader Trained Peach 
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Summary

　The effects of girdling on growth and fruit quality in peach trained central leader type were studied． 

� 　Girdling（５mm width） of trunks inhibited current shoot growth after treatment and increased refractometer 

index of fruits． It was difficult to achieve an enough effects of inhibition of current shoot growth and improve 

fruit quality with ２mm width girdling by means of a saw．

� 　Treatments at ３０ and １５ days before harvest were more effective to inhibition of current shoot growth and 

increased refractometer index of fruits than treatment at ４５ days before harvest． June drop rate were increased 

by treatments at ４５ and ３０ days before harvest．
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とした処理事例もほとんどない．そこで，本研究は果実

発育第３期以降の新梢伸長の抑制と果実品質の向上をね

らって，共台主幹形モモに対して環状はく皮や付傷処理

を行い，その効果について検討した．

材料及び方法

試験１　環状付傷およびはく皮処理

　供試樹は，佐用郡佐用町の水田転換園に植栽された共

台の６年生 ' 紅清水 ' である．植栽間隔は３．５m×３．５mで，

整枝法は主幹形とし，樹高はせん定時に３．５m以下に制限

した．収穫予定日の約２０日前（２００２年７月８日）に，各

区３樹の接ぎ木部上約３０cmの主幹部に対して各処理を

行った．環状付傷区は，糸鋸を用いて約１cm間隔で２重

に付傷（幅約２mm）した．また，環状はく皮区は接ぎ木

用切り出しナイフを用いて，樹皮の形成層より外側の師

部を含む組織を全周にわたって幅５mmで除去した．両

試験区とも，処理後直ちに黒ビニルテープを巻いて処理

部位のゆ合を促した．

　幹周肥大率は，接ぎ木部上１０cmと４０cmの部位を処理時

と夏季せん定時に調査した．副梢発生量は，樹冠中央部

の平均的な新梢を１樹当たり１０本選定し，６月末に摘心

し，その後に発生した副梢発生数と伸長量を夏季せん定

時に調査した．また、各区の収穫盛期には樹冠中央部か

ら１樹当たり１０果採取し，果実重，果皮の着色程度，果

汁の糖度および pHを調査した．

試験２　環状はく皮の処理時期

　試験１と同じ園の５年生 ' 紅清水 ' を供試した．収穫予

定日の４５日前（２００１年６月１９日），３０日前（同７月４日），

１５日前（同７月１９日）に，接ぎ木部上約３０cmの主幹部に幅

５mmで環状はく皮処理を行った．処理後は，直ちに黒

ビニルテープを巻いて処理部位のゆ合を促した．なお，

供試樹は各区３樹とし，６月末まで新梢の摘心を行い，９

月１１日に夏季せん定を行った．

　幹周肥大率，副梢発生量および果実品質は，試験１に

準じて調査した．また，生理落果は袋かけ後の落果率を，

収穫時には１樹あたりの収量を調査した。なお，果実品

質調査時に総ポリフェノール含量をFolin-Denis法で測定し

た．

結　　果

試験１　環状付傷およびはく皮処理

　夏季せん定時に測定した幹周の肥大率は，表１のよう

に，接ぎ木部上１０cmではいずれの試験区も１０２～１０３％で

差はなかったが，４０cmの部位では無処理区の１０２％に対

して付傷区とはく皮区は１０６％とやや優った．

　処理後の副梢発生数は，いずれの試験区も比較的少な

く，中でもはく皮区が他の区に比べて少なかった．また，

当年生枝当たりの伸長量も，はく皮区が９．５cmと他の試

験区より少なかった．夏季せん定量は，無処理区の１１kg

と比較して付傷区は１３．５kg とやや多かったが，逆にはく

皮区は７．４kg と少なかった．

　収穫時の果実品質を表２に示した．果実重は無処理区

の２４４gに対して，付傷区，はく皮区はそれぞれ２０７g，２１２g

とやや小さかった．また，果皮の着色程度は無処理区と比

較して，はく皮区はやや高く，付傷区は低かった．

　果汁の糖度は，無処理区の１０．０に対して，付傷区は１０．５

とやや高く，はく皮は１２．０と高かったが，各試験区の pH

の差は少なかった．なお，収穫盛期は環状はく皮（７月

２６日）が他の試験区と比べて約２日早かった（データ省略）．

試験２　環状はく皮の処理時期

　接ぎ木部上１０cmでは無処理区の１１４％に対して，３０日

前区が１０９％と最も低く，４５日前区および１５日前区もそれ

ぞれ１１１％，１１２％とやや低かった（表３）．一方，接ぎ木

部上４０cmでは各処理区は１１３～１１４％と無処理区とほと

んど差はなかった．

　処理後の当年生枝当たりの副梢発生数は，４５日前区，

３０日前区および１５日前区はそれぞれ３．９，４．５，３．６本と

無処理区の６．５本よりも少なかったが，有意差はなかった．

６

表１　モモ主幹部に対する環状付傷およびはく皮処理が幹周の肥大、副梢の発生および夏季せん定

量に及ぼす影響

夏季せん定量
（kg/ 樹）

副梢発生量（/ 当年枝）幹周肥大率（％）
試験区

伸長量（cm）発生本数接ぎ木部上４０cm接ぎ木部上１０cm

１３．５a２７．５a１．１ a１０６ a１０３ a付傷

７．４b９．５b０．８ a１０６ a１０２ aはく皮

１．０a２９．１a１．５ a１０２ a１０３ a無処理

注）同一項目において異符号間には Tukey の検定により５％水準の有意差がある，幹周肥大率は処理

時に対する夏季せん定時の値



また，当年生枝当たりの伸長量は無処理区が２０８．５cmと

最も長く，次いで４５日前区，３０日前区，１５日前区の順で

あった．夏季せん定量は，無処理区の１樹当たり１５．７kg

に対して，４５日前区は１０．２kg，３０日前区は１２．４kg，１５日前

区は９．８kg と少なかった．

　図１のように，袋かけ後の生理落果率は４５日前区およ

び３０日前区が５２．７％，４９．４％と著しく高く，次いで１５日前

区が２８．２％で，最も少なかった無処理区も２０．１％であっ

た．その結果，１樹当たり収量は無処理区の１５．４kg に対

して４５日前区および３０日前区は５０％以下の６．２kg，７．７kg

水田泰徳：環状はく皮処理が主幹形モモの育成と果実品質に及ぼす影響 ７７

表２　モモ主幹部に対する環状付傷およびはく皮処理が果実品質に及ぼす影響

pH糖度（Brix）着色程度果実重（g）試験区

４．８ a１０．５ a４．０ a２０７ a付傷

５．０ a１２．０ a４．８ a２１２ aはく皮

４．９ a１０．０ a４．２ a２４４ a無処理

注）同一項目において異符号間には Tukey の検定により５％水準で有意差がある，

着色程度（着色面積）無：０～全面：５

表３　モモ主幹部に対する環状はく皮の処理時期が幹周の肥大、副梢の発生および夏季せん定量に

及ぼす影響

夏季せん定量
（kg/ 樹）

副梢発生量（/ 当年枝）幹周肥大率（％）
試験区

伸長量（cm）発生本数接ぎ木部上４０cm接ぎ木部上１０cm

１０．２ a１４５．４ a３．９ a１１４ a１１１ a収穫４５日前

１２．４ a１０４．１ a４．５ a１１３ a１０９ a 〃 ３０日前

９．８ a９５．３ a３．６ a１１３ a１１２ a 〃 １５日前

１５．７ a２０８．５ a６．５ a１１３ a１１４ a無処理

注）同一項目において異符号間には Tukey の検定により５％水準で有意差がある，幹周肥大率は処理

時に対する夏季せん定時の値

表４　モモ主幹部に対する環状はく皮の処理時期が果実品質に及ぼす影響
総ポリフェノール
（mg/１００gFW）

pH
糖度
（Brix）

着色程度
果実重
（g）

試験区

２５．５ a４．７ a１１．９b２．３b２０３ a収穫４５日前

１７．１ a４．７ a１６．３a３．８a２０３ a 〃 ３０日前

２４．９ a４．８ a１５．４a３．９a２０６ a 〃 １５日前

２１．７ a４．６ a１０．９c３．３a２０７ a無処理

注）同一項目において異符号間には Tukey の検定により５％水準で有意差がある，着色程度

（着色面積）無：０～全面：５
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と少なく，１５日前区も１１．１kg と少なかった（図２）．なお，

各試験区の収穫盛期は，無処理区の８月６日に対して，４５

日前区は１０日，３０日前区は７日，１５日前区は４日それぞれ早

かった（データ省略）．

　平均果実重は，表４のように，いずれの区も２００g程度

で差はなかった．また，果皮の着色程度は無処理区と比

べて４５日前区がやや劣った．果汁の糖度は，無処理区と

比べて３０日前区および１５日前区は極めて高く，４５日前も

高かったが，各試験区の pHの差は小さかった．総ポリ

フェノール含量は，４５日前区および１５日前区は無処理区

と比較してやや多く，逆に３０日前区はやや少なかった．

考　　察

１　樹体の生育

　接ぎ木部上約３０cmの主幹部に対して環状はく皮や付

傷処理を行うと，主幹の肥大は，試験１では処理位置よ

り上部（接ぎ木部上４０cm）で促進され，逆に試験２では

処理位置より下部（接ぎ木部上１０cm）で抑制される傾向

がみられたが，いずれも有意差はなかった．また，処理

後の副梢発生量は，試験１のはく皮区は無処理区の３３％

に，試験２の収穫３０日前および１５日前区では５０％以下に減

少しており，モモについての長谷川ら２，３）やカキにつ

いての文室５，６）と同様の傾向が認められた．収穫約３週間前

からの果実発育第３期以降は，同化養分の果実へ分配を

増加させることが重要で，この時期に新梢伸長は停止す

ることが望ましい．また，副梢発生量を減少させること

により，花芽の充実や夏季せん定作業の軽減にもつなが

ると考えられる．

　試験２の環状はく皮の処理時期については，いずれの

時期でも副梢の発生は抑制されたが，収穫３０日前及び１５

日前区と比較して４５日前区の抑制効果はやや劣った．こ

れは，処理部位は処理１か月後には外観的にはほぼゆ合

していたことから，その後から夏季せん定時までの伸長

量が多かったと考えられる．なお，試験１の付傷処理は

幅５mmのはく皮処理のような副梢の発生抑制効果は認

められなかった．これは，付傷幅２mm程度ではゆ合が

早かったことが影響していると考えられる．逆に，著者

が既に報告１３）したように，幅２cmで環状はく皮して樹

皮を元に戻した場合，樹勢の抑制効果や果実品質の向上

効果は高かった．しかし，夏季せん定時までに処理部位

が完全にはゆ合せず，衰弱する樹が発生した場合もある

ことから，モモについては環状はく皮の処理幅は５mm

程度が適当と考えられる．

２　果実収量および品質

　試験２では各試験区とも生理落果が多く，特に４５日前

区および３０日前区は５０％程度と著しかった．本試験では，

久保田ら１０）の報告している核割れ果の発生はみられな

かった．また，カキでは開花期頃の処理は生理落果の抑

制に効果が高いこと１７，１８）が報告されており，環状はく皮等

の処理がモモの生理落果に及ぼす影響について今後検討

が必要である．

　果実発育第１～２期では，生育ステージの早い段階での

環状はく皮処理等で果実肥大促進効果が高く，遅い段階

では果実肥大促進効果は低いが糖度は高くなる傾向が認

められている３，１０）．本試験の処理時期は，いずれも果実

発育第２期から３期にかけてで，果実肥大促進効果は認

められなかった．一方，処理による糖度の増加はいずれ

の試験でも明らかであった．環状はく皮の処理時期では，

収穫前４５日～１５日のいずれでも糖度の向上が認められた

が，特に収穫３０日前と１５日前の糖度が高く，４５日前は低

かった．これは，処理時期の影響とともに４５日前区では，

収穫期までにはく皮部分のゆ合が進んでいたことが関係

していると考えられる．また，試験１の付傷処理は副梢

発生抑制効果が劣ったが，糖度向上効果も比較的劣り，

処理後のゆ合が比較的早かったためと考える．

　モモの食味では，渋味が問題となることがある．久保

田ら８）は一連の研究によって，渋味とポリフェノール含量

には相関があり，渋味の発生しやすい品種では成熟果の

ポリフェノール含量が高いことを明らかにしている．

　また，渋味について同一園地における樹勢などの樹間

差よりも園地間の差が大きいこと，糖度の高い果実でポ

リフェノール含量が高いことを報告している９，１１）．本試

験で行った環状はく皮との関係では，処理によってポリ

フェノール含量が増加することが認められている２，１０，１３，１５）．

また，モモにおいてはポリフェノール含量が１５０mg程度

以上になると渋味が感じられるとされている１５）．試験２

のポリフェノール含量はいずれもこの値と比べて少なく，

試験区間でも有意差は認められず，本試験の範囲内では

渋味は問題にならなかった．これは，他の試験と異なっ

て樹勢が強めであること，果実発育第２期の終わりから

第３期初めにかけてと処理時期が遅いことや収穫前にゆ

合のすすんでいたこと１５），などが関係していると推察さ

れる．また，久保田の指摘するような園地の栽培条件９）

が影響している可能性もある．

　以上のことから，共台の主幹形整枝樹に対する環状は

く皮処理は，処理後の副梢発生の抑制，夏季せん定量の

減少とともに果実糖度の増加など品質向上に有効と考え

られる．その処理法としては，収穫予定１５日前の主幹部

に対する幅５mm程度の環状はく皮が適当である．なお，

今後は環状はく皮処理が生理落果に及ぼす影響や処理翌

８



９

年の生育や果実品質などに及ぼす影響，処理効果と品種

や栽培条件等との関係について検討する．
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